








研究目的 

Fetal Distress において胎児血液中にカテコラミン,とくにノルアドレナリンが放出され,

その適量の放出は胎児循環系や組織代謝に有効に作用して,Fetal Distress における生体

防禦機構に有利に働くが,それが過度となると末梢循環不全や組織代謝破綻をもたらすも

のと推測されている。従来少量の検体について正確に血漿カテコラミン値を測定すること

が困難であったが,松田など 1)によって高速液体クロマトグラフィーによる THI 法が開発

されたので,Feta1 Distress における胎児血カテコラミン動態を追及した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


